
１．はじめに

工事概要
�１ 工 事 名：尾道・松江自動車道

高野地区管理道工事
�２ 発 注 者：国土交通省中国地方整備局

三次河川国道事務所
�３ 工事場所：広島県庄原市高野町和南原
�４ 工 期：平成２７年７月１日～

平成２８年６月３０日
尾道・松江自動車道の大万木トンネル施工に伴
い、地上部にある槇谷川の水が枯渇し、下流に存
在する民家及び田畑の水利用に支障をきたしてい
る。
このため、大万木トンネル内に発生した湧水を、
今回施工する立坑（L＝９７．０ｍ）を経由し、大万
木トンネル内ポンプ施設より地上部へ揚水させる
施設が計画された（図―１）。

立坑径については、当初計画では水の送水管だ
けが入る計画であった為、外径 φ３００㎜であった
が、山頂からポンプ室へ電源を供給する為、送水
管及び通信ケーブル管、予備管も含めて外径 φ４００
㎜の立坑径にて削孔径 φ４７０㎜が必要となった（図
―２）。

２．現場における問題点

削孔位置の岩質及び地下水位の確認を行う為、
調査ボーリングを実施し、別表（表―１）の削孔
延長が得られた。その結果、当初計画よりも大幅
に地質が異なっていた為、使用予定していたハン
マービット・ロッドの破損及び鉛直性、偏心精度
の確保が困難であり、削孔到達点が、供用中のト
ンネルと並行する管理用トンネルの間の管理道と
なり、精度の高い工法を選定する事も重要である。
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図―１ 大万木トンネル内連絡坑ポンプ施設着手前写真

図―２ 立坑径 φ４００㎜断面
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３．工夫・改善点と適用結果

削孔位置の地質は大半が岩盤層であり、長尺削
孔となる事より、坑曲りリスクの低いダウンザ
ホールハンマ テーブルマシン工法を採用した
（図―３）。
偏心精度の高い大口径での長尺削孔の事例が過
去に無く、様々な補助工法等の検討を行ったが、
必要の可否が計画段階では予測出来ない為、以下
の工夫・改善策を行った。
使用するロッドは通常 L＝３．０m~L＝６．０mを
使用しているが、今回はジョイント部を少なくし、
ロッドの剛性を高め、鉛直性を確保する為、L＝
１０．０m／本を全ロッド分（L＝１００．０m）及びハン
マービットを新規製作した（図―４）。
工夫として、削孔開始前は必ず下げ振り、トラ
ンシットにて二方向からの鉛直確認を行い、ビッ
ト・ロッドへの負荷を抑え且つ削孔速度を調整し

ながら施工した（図―５）。
その結果、GL―２０mでの偏芯量＝５０㎜（規格値
＝２００㎜以内）、GL―４０mでの偏芯量＝８０㎜（規格
値＝４００㎜以内）と高い精度の値を得ることが出
来た。
以降、GL―７７m附近にて削孔に異常が見受けら
れ、ロッドの引抜きを行ったところ、ビット・ロ
ッドに欠損、損傷が起きた。削孔作業を一旦中止
し、対策としてビット・ロッドの補強（フラット
バー全溶接）を行うと共にロッドジョイント部も
同様に全溶接を行う事により、ロッドの一本化に
よるさらなる剛性を高めて目標到達点まで削孔を
行った。
その結果、到達点（GL―９７m）での偏芯量＝２００
㎜（規格値＝１０００㎜以内）と高い偏心精度にて、
大万木トンネル内連絡坑への削孔が完了した（図
―６）。

４．おわりに

近年には無い、大口径での長尺削孔を弊社で施
工させて頂いた事に際し、御指導及び御協力を賜
りました国土交通省 中国地方整備局 三次河川
国道事務所の職員の方々及び協力業者各位他、す
べての関係者に深く感謝申し上げます。

表―１ 地質区分表

図―３ ダウンザホールハンマ テーブルマシン

図―４ ハンマービット・ロッド工場検査

図―５ ロッド鉛直確認及び立坑削孔状況

図―６ 大万木トンネル内連絡坑削孔完了写真
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